
（１）No.３            と し は る 通 信       平成１５年３月１８日（火） 

ご
あ
い
さ
つ 

平
成
15
年
山
北
町
議
会
第
１
回
定
例

会
が
３
月
４
日
か
ら
12
日
迄
の
９
日
間

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
、
川
村
と
し
は
る

は
昨
年
７
月
の
補
欠
選
挙
で
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
以
来
３
回
目
の
定
例
会
議
に

出
席
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
9
月
、
12
月

に
引
き
続
き
議
会
で
の
審
議
状
況
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

今
定
例
会
は
平
成
15
年
度
当
初
予
算

と
平
成
14
年
度
補
正
予
算
の
審
議
な
ら

び
に
議
員
歳
費
の
減
額
、
乳
幼
児
医
療
費

の
給
付
に
関
す
る
条
例
な
ど
８
条
例
の
制

定
に
関
す
る
も
の
が
主
な
議
題
で
し
た
。

い
ず
れ
「
議
会
だ
よ
り
」
で
詳
し
く
報
告

さ
れ
ま
す
が
、
速
報
と
い
う
形
で
お
知
ら

せ
し
て
参
り
ま
す
。 

ご
一
読
い
た
だ
い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄

せ
い
た

だ
き
ま

す
よ
う

お
願
い

申
し
上

げ
ま
す
。 

と
し
は
る
通
信 

川村としはる 

第
１
回
定
例
会
を
開
催 

３
月
４
日
〜
12
日
の
９
日
間
に
亘
り

平
成
15
年
度
山
北
町
議
会
第
１
回

例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

定

定
例
会
の
主
な
議
案 

議
員
の
報
酬
を
改
定 

現
在
の
社
会
情
勢
や
町
の
財
政
状
況
を

勘
案
し
、
昨
年
12
月
の
議
会
で
町
職
員
の

給
与
、
期
末
手
当
が
改
定
さ
れ
た
の
に
続

き
、
今
定
例
会
で
は
議
員
報
酬
を
改
定
す

る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

期
末
手
当
（
民
間
会
社
で
い
う
賞
与
に

相
当
）
は
年
間
５
％
、
報
酬
に
つ
い
て
は

平
均
３
．
８
％
減
額
さ
れ
、
新
報
酬
は
15

年
５
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
定

に
よ
り
議
員
報
酬
は
、
議
長
三
十
五
万
六

千
円
、
副
議
長
二
十
七
万
九
千
円
、
議
員

二
十
五
万
五
千
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

6
月
、
12
月
、
3
月
と
３
回
支
給
さ
れ

て
い
た
期
末
手
当
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

は
6
月
と
12
月
の
２
回
と
な
り
ま
す
。 
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山
北
町
環
境
基
本
条
例 

私
た
ち
は
良
好
な
環
境
の
下
で
安
全
で

文
化
的
な
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
か
け

が
え
の
な
い
緑
豊
か
な
環
境
を
将
来
の
世

代
へ
引
き
継
い
で
行
く
責
務
を
負
っ
て
い

ま
す
。
町
、
事
業
者
お
よ
び
町
民
が
協
働

し
て
恵
み
豊
か
な
環
境
の
保
全
と
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
、
持
続
的
発
展
を
す

る
山
北
町
を
目
指
し
て
山
北
町
環
境
基
本

条
例
の
制
定
が
提
案
さ
れ
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

基
本
的
な
施
策
と
し
て
①
健
康
で
安
全

な
生
活
環
境
の
保
全
②
自
然
環
境
の
保
全

③
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
④
資
源
の
循
環
的
利
用
の
促
進
⑤
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
推
進
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
理

念
的
な
条
例
で
あ
り
、
具
体
的
な
施
策
は

今
後
実
施
計
画
に
よ
り
実
行
さ
れ
る
も
の

で
す
。 

な
お
、
既
に
取
得
済
み
の
環
境
規
格

ISO
14001

は
こ
の
環
境
基
本
条
例
の
具

体
的
な
施
策
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。 

幼
・
小
児
医
療
費
の
助
成 

現
在
幼
児
の
医
療
費
は
満
１
歳
児
ま
で

助
成
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
自
己
負
担
な

し
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
満
２

才
児
は
一
旦
医
療
機
関
に
料
金
を
支
払
っ

た
あ
と
、
町
に
医
療
費
給
付
の
申
請
を
す

れ
ば
年
間
一
万
円
を
限
度
に
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
月
１
日
受
診
分
か
ら
は
対
象
年
齢
が

そ
れ
ぞ
れ
１
才
引
き
上
げ
ら
れ
、
満
２
才

児
ま
で
は
自
己
負
担
な
し
、
満
３
才
児
は

年
間
一
万
円
を
限
度
に
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

介
護
保
険
料
は
据
え
置
き 

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
介
護
保

険
の
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見
直
し
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
15
年
度
は

見
直
し
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
山
北

町
で
は
、
今
ま
で
通
り
一
ヶ
月
二
千
七
百

円
と
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。 

 

と
れ
た
て
山
ち
ゃ
ん 

山
北
町
立
ふ
る
さ
と
直
販
加
工
所
が
向

原
の
２
４
６
号
線
沿
い
に
建
設
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
近
々
完
成
し
、
４
月
19
日
に
オ

ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
施
設
は
町
が
無
償

貸
与
し
、
組
合
（
組
合
員
45
名
）
が
収
益

事
業
と
し
て
運
営
に
あ
た
り
ま
す
。 
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総
額
98
億
8736
万
円 

平
成
15
年
度
当
初
予
算 

前
年
度
比
0.5
％
減 

町
長
は
平
成
15
年
度
の
当
初
予
算
お

よ
び
関
連
す
る
諸
議
案
を
審
議
す
る
に
当

た
っ
て
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。 

平
成
15
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
、
わ
が
町
の
独
自
性
と
自

立
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る
事
が
、

も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、ま
さ
に
、

自
己
決
定
、
自
己
責
任
を
果
た
し
て
い
く

重
要
な
年
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ

り
、
地
方
公
共
団
体
は
、
自
ら
の
責
任
と

判
断
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
個
性
豊
か
で
活
力

に
満
ち
た
地
域
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
よ
り
効

率
的
で
質
の
高
い
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確

立
と
、
地
方
分
権
社
会
に
適
応
で
き
る
財

政
基
盤
の
形
成
を
図
る
た
め
の
事
務
事
業

の
総
点
検
等
に
よ
る
、
新
た
な
行
政
改
革

の
展
開
を
図
る
た
め
の
、
第
４
次
行
政
改

革
大
綱
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
15
年
度
の
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
税
収
を
は
じ
め
と
す

る
自
主
財
源
の
大
幅
な
伸
び
は
期
待
で
き

ず
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
き
わ
め
て
厳

し
い
財
政
運
営
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が

更
な
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や
、
職
員
一

人
一
人
の
意
識
改
革
を
図
り
、
徹
底
し
た

行
財
政
の
見
直
し
に
よ
る
重
点
配
分
方
式

を
基
本
に
、
予
算
編
成
を
し
た
。 

第
４
次
総
合
計
画
に
沿
っ
た
主
な
施
策

は
次
の
通
り
で
す
。 

(1)
平
静
14
年
度
年
度
に
購
入
し
た
高
松

山
の
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
「
高

松
地
区
土
地
利
用
調
整
計
画
」
の
策
定
、

(2)｢

山
北
駅
周
辺
整
備
事
業｣

の
実
施
計

画
に
着
手
し
山
北
駅
を
拠
点
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
(3)
富
士
急
バ
ス
の
路
線

廃
止
に
伴
い
、
町
民
の
交
通
手
段
確
保
の

た
め
の｢

町
内
循
環
バ
ス
の
運
行｣

に
取
り

組
む
。
(4)(
仮
称)

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の 

建
設
推
進
(5)
３
歳
幼
児
医
療
費
給
付
制

度
の
新
設
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
(6)
河
村
城
址
歴
史
公
園
の
発
掘
調
査

と
整
備
、
保
存
(7)
防
犯
指
導
隊
の
設
置
と

警
察
Ｏ
Ｂ
の
採
用
に
よ
る
危
機
管
理
の
充

実
な
ど
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。  

一
般
会
計
は
58
億
6697
万
円 

前
年
度
比
8.8
％
増 

一
般
会
計
は
前
年
度
比
8.8
％
増
し
で

す
が
歳
出
の
主
な
も
の
は
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
は

臨
時
財
政
対
策
債
が
、
二
億
九
千
二
百
万

円
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
の
起
債
が
四
億

六
千
五
百
万
円
な
ど
合
計
八
億
円
の
起
債

が
あ
り
ま
す
。
歳
入
の
内
訳
と
前
年
度
比

な
ら
び
に
目
的
別
歳
出
内
訳
は
別
表
の
通

り
で
す
。 

特
別
会
計
は
37
億
1462
万
円 

前
年
度
比
7.7
％
減 

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
医
療
、
下

水
道
、
介
護
保
険
な
ど
９
特
別
会
計
の
合

計
は
三
十
七
億
千
四
百
六
十
二
万
円
で
、 

◇一般会計歳入内訳   (単位：千円) 

区   分 予算額 前年度比 

町 税 2,054,228 -4.7% 
地 方 譲 与 税 42,000 -4.5% 
利子割交付金 14,000 0.0% 
地 方 消 費 税 112,000 -13.8% 
ゴルフ場利用税 19,000 46.2% 
自動車取得税 51,000 -7.3% 
地方特例交付金 52,000 -13.3% 
地 方 交 付 税 900,000 -5.3% 
交通安全交付金 3,100 3.3% 
分担金及び負担金 78,341 -35.5% 
使用料及び手数料 125,583 -6.0% 
国 庫 支 出 金 256,494 87.4% 
県 支 出 金 423,856 -4.7% 
財 産 収 入 19,183 -0.4% 
寄 付 金 1 0.0% 
繰 入 金 689,258 9.3% 
繰 越 金 110,000 -8.3% 
諸 収 入 115,962 -1.7% 
町 債 800,966 229.0% 
合   計 5,866,972 8.8% 

◇目的別歳出内訳   (単位：千円) 

科   目 予算額 前年度比 

議 会 費 116,879 1.4% 
総 務 費 1,030,420 -2.3% 
民 生 費 740,417 10.6% 
衛 生 費 1,678,543 52.4% 
農林水産業費 269,357 -30.5% 
商 工 費 142,573 -12.5% 
土 木 費 649,541 2.6% 
消 防 費 282,139 4.1% 
教 育 費 558,434 -9.1% 
災 害 復 旧 費 2,000 0.0% 
公 債 費 343,263 5.0% 
諸 支 出 金 7,341 18.7% 
予 備 費 46,065 -1.4% 
合   計 5,866,972 8.8% 

減
額
の
主
な
も
の
は
公
共
下
水
道
の
整
備

事
業
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。 

水
道
事
業
は
３
億
576
万
円 

前
年
度
比
41
％
の
大
幅
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
平
山
地
区
の
水
道
統
合

整
備
事
業
が
14
年
度
末
ま
で
に
70
％
完

成
し
た
た
め
で
す
。 

一般会計歳入総額

5,866,972千円

自主

財源

54%

依存

財源

46%


